

















































55 年設置），遺伝子実験施設（昭和 60 年設置），機器分析センター（平成 13 年設置），学内共同
利用施設であるアイソトープ理工系実験施設（平成 4 年設置），及び医学系研究科附属の動物実験
施設（昭和 51 年設置）の統合と学内教官定員の移行による再編を行い，宝町・角間両キャンパス
に軸足を置く研究開発・支援センターの設置が平成 13 年 11 月に立案された。この計画は文部科
学省の理解も得られ，ここに学際科学実験センター（4 研究分野，5 研究施設）が平成 15 年 4 月
に設置された。 
平成 22 年 3 月には，角間キャンパスに移転したがん研究所（現 がん進展制御研究所）の新棟
内に設置された，当センター実験動物研究施設角間分室の運用が開始された。 
平成 23 年度から，学内の研究機器の共同利用促進や有効再利用並びに効率的な再配置等を目的



















なお，平成 19 年 10 月 1 日付けで「子どものこころの発達研究センター」の発足に伴い，「学際
科学実験センター・子どものこころの発達研究センター合同協議会」が設置されている。 
 
  
